


 

 

 



第５章 生活排水対策に係る啓発に関する事項 
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（１）啓発活動の位置づけ 

 

市内河川は重信川や石手川と比べ、水質悪化が著しい。市内河川の水質悪化の原因は、生活排

水によるものが大きい。生活排水は市民の日常生活に根ざすものであり、生活排水対策は市民一

人ひとりの意識と行動が重要となる。 

本市では、水辺の環境保全のため、地域で市民や団体による様々な取組が行われている。これ

らの活動を促進していくことにより、市民一人ひとりの意識を高め、具体的な行動につなげてい

く。また、環境学習の側面からも水質保全活動に積極的に取り組んでいく。 

 

（２）啓発活動の基本方針 

 

生活排水対策に係る啓発活動の推進にあたり、次のような基本方針を設定する。 

 

 

生物多様性の基盤となる水辺の保全を行う。 

河川などの水辺は生き物の貴重な成育・生息空間であり、生態系の多様性により生物多様性

を支える基盤となる。このような水辺の普及啓発を図っていく。 

 

地域で活動している市民・団体の活動を促進する。 

清掃・美化や自然観察など河川をフィールドとして地域で環境保全活動を行っている市民や

団体の活動の情報発信を図り、活動を行う人々や活動の場を拡大していく。 

 

環境学習の側面からの水質保全活動を推進する。 

エコリーダー派遣事業などを活用し、水に関する市民の認識を拡大・深化させていく。その

ために、大人だけでなく次世代を担う子供に対しても水についての総合的な環境学習の推進を

図っていく。 

 

  

１．生活排水対策に係る啓発に関する基本方針 

＜基本方針＞ 

■ 生物多様性の基盤となる水辺の保全を行う。 

■ 地域で活動している市民・団体の活動を促進する。 

■ 環境学習の側面からの水質保全活動を推進する。 








